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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

3/25現在 

父島 

100/100 

母島  

95.6/100 

2月気象状況（父島）

最高気温   23.6℃ 

最低気温   12.3℃ 

平均気温   18.5℃ 

平均湿度   72％ 

月降水量   54.5mm

住民基本台帳登録者数（３/１） 

            2,350人 

             父島      母島   

   人口     1,908人   442人 

  世帯数    1,021     237 

短期滞在者       53人      20人 

ＮＯ．４９６ 

平成17年(2005) 

４/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

４月１日から村役場の組織が変わります。 
 

  限られた人材をより有効に活用し、充実した住民サービスを提供するため、村役場の組織が変わります。 
 

廃止される部署・役職 業務の新しい担当部署 新設される部署 業務内容 

総務課文書広報係 
広報、文書管理、法規事務業務は総務課総務係へ 

情報通信に関する業務は総務課ＩＴ推進係へ 
総務課ＩＴ推進係 情報通信に関する業務 

企画課企画係 
村勢振興、地域総合開発業務は総務課企画政策室へ

硫黄島関係業務は総務課総務係へ 
総務課企画政策室 

政策立案 

自然環境保全に関する総合調整 

財政課用地係 
業務を財政課財政係へ 

※母島の地籍業務の一部は母島支所庶務係へ 村民課福祉係 

福祉全般に関する業務 

父島保育園・母島保育園の運営 

※業務は福祉センターで行なう 

村民課環境衛生係 
建設水道課に統合 

自然環境保全に関する業務は総務課企画政策室へ

健康福祉課健康福祉係 すべての業務を村民課福祉係へ 
診療所複合施設担当 医療・福祉の複合施設に係る業務 

産業観光課企業係 
村営バス事業は産業観光課産業観光係へ 

ラム・リキュール事業は母島支所庶務係へ 

建設水道課工務係 

建設水道課建設係 

建設水道課上下水道係 

建設水道課に統合 

係を設けず、業務ごとのチーム制を導入 

収入役 収入役を置かず、その業務は助役が兼掌する 

問合せ先が分からない場合は、総務課総務係にお問

い合わせください。担当部署をご案内いたします。 

 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 
 

 
◎小笠原村役場 新組織図 
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『『
国国
民民
年年
金金
のの
おお
知知
らら
せせ
』』  

 

国
民
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
引
き
上
げ 

 

◎
４
月
１
日
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
、 
月
額
１
万
３
５
８
０
円
に
変
り
ま
す 

 

国
民
年
金
保
険
料
（平
成
16
年
度
１
万
３
３
０
０
円
）は
、
平
成

17
年
度
か
ら
毎
年
度
２
８
０
円
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

平
成
29
年
以
後
は
月
額
１
万
６
９
０
０
円
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

◎
割
引
で
お
得
な
前
納
制
度
・
安
心
で
便
利
な
口
座
振
替 

 

保
険
料
の
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
安
心
で
す
。 

ま
た
、
保
険
料
の
前
納
や
口
座
振
込
の
早
割
制
度
等
を
ご
利
用

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
て
お
得
で
す
。
例
え
ば
、
平
成
17
年

４
月
に
１
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
口
座
振
替
で
は
３
４

２
０
円
、
現
金
納
付
で
は
２
８
９
０
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
持
参
の

上
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
基
準
の
改
正 

 

◎
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す 

 

学
生
で
な
い
若
年
者
の
免
除
基
準
に
つ
い
て
は
、
所
得
が
一
定

以
上
の
世
帯
主
（親
等
）と
同
居
し
て
い
る
場
合
、
失
業
中
等
の
理

由
で
本
人
の
収
入
が
な
く
て
も
、
保
険
料
の
免
除
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
若
年
者
（
30
歳
未
満
）が
、
将
来
年
金
を
も
ら
え

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
17
年
４
月
か

ら
平
成
27
年
６
月
ま
で
の
10
年
間
は
、
30
歳
未
満
の
方
の
免
除

基
準
は
世
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

所
得
に
よ
っ
て
の
み
審
査
さ
れ
ま
す
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
基
準
額
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
す 

  

平
成
17
年
４
月
か
ら
保
険
料
免
除
の
所
得
基
準
が
、
単
身
世

帯
を
中
心
に
次
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。 

 

【
全
額
免
除
】 

 
 

年
間
所
得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。 

  
 

基
準
額
＝
（控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
＋
１
） 

× 

35
万
円 

＋ 

22
万
円 

      

【
半
額
免
除
】 

 
 

年
間
所
得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
半
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。 
  
 

基
準
額
＝
所
得
税
課
税
所
得
80
万
円
＋
基
礎
控
除
38
万
円 

＋ 

各
種
控
除
（扶
養
親
族
控
除
額
等
） 

       

※
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金 

 

国
民
年
金
に
は
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
を
保
障

す
る
制
度
と
し
て
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
の
条
件
と
し
て
、
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
保
険

料
納
付
済
期
間
が
あ
る
か
、
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、

国
民
年
金
加
入
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
免
除
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
以
前
に
免
除
申
請
を
さ
れ
た
方
で
所
得
基
準
に
よ
っ
て

申
請
が
却
下
さ
れ
た
方
も
、
今
回
の
改
正
後
、
申
請
基
準
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

免
除
申
請
は
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
前
年
に
引
き
続
き
免

除
の
承
認
を
受
け
る
方
は
、
７
月
以
後
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
届
出
特
例
の
実
施 

 

◎
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
（専
業
主
婦
等
）の 

届
出
の
特
例
が
認
め
ら
れ
ま
す 

 
 

こ
れ
ま
で
は
第
３
号
被
保
険
者
（厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
し

て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
）の
届
出
が
遅
れ
た
と
き
に
は
、
２

年
前
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
届
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
保
険
料
未
納
期
間
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
２
年
以
上
前
の
期
間
に
つ
い
て
も
、

第
３
号
被
保
険
者
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
現
在
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
今
回
の
特
例

に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
額
が
増
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

※
被
保
険
者
資
格
期
間
の
ご
確
認
を
！ 

 

昭
和
61
年
４
月
以
後
（第
３
号
制
度
開
始
）に
第
３
号
被
保
険

者
期
間
が
あ
る
方
で
、
届
出
漏
れ
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
漏
れ
の
疑
い
の
あ
る
方
は
、
第
３

号
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
ご
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

制
度
改
正
に
関
す
る
ご
相
談
の
ほ
か
、
年
金
に
つ
い
て
の
ご
不

明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
村
役
場
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

改
正
後 

現 

行 

基
準
額
「
例
」 

57
万
円 

35
万
円 

単
身
世
帯 

92
万
円 

94
万
円 

２
人
世
帯 

１
６
２
万
円 

１
６
４
万
円

４
人
世
帯 

改
正
後 

現 

行 

基
準
額
「
例
」 

１
４
５
万
円 

85
万
円 
単
身
世
帯 

１
９
５
万
円 

１
７
２
万
円 

２
人
世
帯 

２
８
２
万
円 

２
８
５
万
円

４
人
世
帯 
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ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ就就就航航航ににに係係係るるる金金金融融融支支支援援援実実実施施施のののおおお知知知らららせせせ   
 

小笠原村では、テクノスーパーライナー（ＴＳＬ）就航を契機とした観光客の受入体制の充実を図るため、村内の中小企業

者（個人または法人）の方が、宿泊施設や観光事業等の容量の拡充・質的向上を目的とした設備投資のための融資を受けた場合、

金融支援策として利子補給および信用保証料の補助を行うこととなりました。 

この制度は、既に営業されている方だけではなく、新しく開業しようとする方も利用できますので、ぜひご利用ください。
 

１．対象者（申込資格）：次の条件を満たす中小企業者（個人または法人）の方が対象です。 
 

（１）融資決定時において、村内に住所および事業所を有していること。 

新規開業の場合は村内に住所を有していること。旧島民の方で永住をしようとする場合は、村内に住所がなくても可。 

（２）村税等の村に対する債務を完納していること。 

（３）小笠原村観光協会若しくは母島観光協会または小笠原村商工会の正会員であること。 

新規開業の場合は、開業までに正会員となっていること。 

 

２．対象資金（融資機関等）： 次の融資機関等の資金を対象とします。 
 

（１）国民生活金融公庫等政府系金融機関融資 

（２）東京都中小企業制度融資 

（３）東京都小笠原諸島生活再建資金融資 

（４）七島信用組合融資 

（５）東京島しょ農業協同組合融資 

（６）その他の融資機関等で特に村が認めるもの 
 

３．融資目的 ： 次の施設等の新規整備・取得・増築・改修・改善の 

ための設備資金を対象とします。 

（運転資金、借り換え資金の融資は対象外となります。） 
 

（１）ホテル、旅館、民宿の営業に要する宿泊施設等 

（２）飲食店、喫茶店の営業に要する店舗等 

（３）土産品、特産品、食料品、生活用品等の販売に要する店舗等 

（４）土産品、特産品等の製造に要する製造所、設備等 

（５）ガイド業、レンタル業、旅客自動車運送業、その他の観光客を対象 

とするサービス等の営業に要する店舗、設備等 

（６）その他の目的で特に村が認めるもの 

 

４．支援対象期間 ： 平成１６年４月１日～平成２０年３月３１日 までの間に融資決定を受けていることが必要です。 
 

５．対象融資額の限度 ： ８，０００万円 までとします。（複数の融資を受けている場合は合計８，０００万円まで） 
 

６．支援内容 ： 対象融資額に対する以下の補助金を交付します。 
 

（１）利子補給金  返済利率の１／２に相当する金額（利子補給率２％を限度） 

          利子補給の期間は、融資を受けた日から最長５年間（返済期間の当初から５年間以内） 

（２）信用保証料補助金  信用保証料の１／２に相当する金額（一括払いの場合のみ） 

 

７．申請期限 ： 融資を受けた日から６０日以内に申請をする必要があります。 

         ※ただし、平成１６年４月１日から平成１７年５月３１日までの間に融資を受けた方は、平成１７年７月３１

日までに申請をする必要があります。 

 

８．申請受付 ： 平成１７年４月１日から受け付けます。 受付場所：村役場産業観光課または母島支所 
 

●問合せ先 産業観光課２－３１１４
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平成１７年度小笠原村予算のあらまし 
 

 本年度予算につきましては、２年度目となる第３次小笠原村総合計画における基本構想・基本計画に基づき、予算編成を行いました。 
①「TSL就航に向けた環境整備」  
②「エコツーリズムを機軸とした観光振興施策の展開」 
③「上下水道、交通環境、情報通信体制等の生活基盤施設の整備更新」 
④「保健、福祉、医療、教育の充実」 
⑤「世界自然遺産登録に向けた施策の展開」 
⑥「自然環境の保全と活用」 
⑦「航空路開設に向けた施策の展開」 
主な事業として、スーパーライナーおがさわらの就航に伴う記念 

式典や歓迎イベントの開催、情報センター機器整備と父島・母島に 

おける基幹光ケーブル網整備、複合施設の検討作業、世界自然遺産 

登録に向けた村民への広報活動の充実、エコツーリズム協議会の設 

立・運営、航空路基礎調査の実施等を予算計上しています。 

 一般会計予算は、総額31億647万1,000円で前年度当初予算と 

比較すると、6億3,077万1,000円、16.9％の減少となっています。 
 

             ●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
 

○一般会計歳入予算額 
 金額（千円） 構成比（％） 
村税 375,924 12.1 
地方譲与税及交付金 63,836 2.0 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 154,095 5.0 
地方特例交付金 25,585 0.8 
地方交付税 860,417 27.7 
分担金及負担金 26,659 0.8 
使用料及手数料 186,899 6.0 
国庫支出金 316,723 10.2 
都支出金 511,353 16.5 
財産収入 25,197 0.8 
繰入金 220,507 7.1 
村債 303,100 9.8 
その他 36,176 1.2 

計 3,106,471 100 
 
○一般会計歳出予算目的別額 
 金額（千円） 構成比（％） 
議会費 61,919 2.0 
総務費 1,165,285 37.5 
民生費 317,667 10.2 
衛生費 820,936 26.4 
農林水産業費 43,967 1.4 
商工費 154,239 5.0 
土木費 92,168 3.0 
消防費 11,024 0.4 
教育費 154,974 5.0 
公債費 274,239 8.8 
その他 10,053 0.3 

計 3,106,471 100 
 
○一般会計歳出予算性質別額 
 金額（千円） 構成比（％） 
人件費 675,828 21.8 
物件費 970,765 31.2 
補助費 236,987 7.6 
普通建設事業費 600,386 19.3 
公債費 274,239 8.8 
扶助費 44,660 1.5 
繰出金 258,856 8.3 
その他 44,750 1.5 

計 3,106,471 100 
 
○会計別予算計上額 
 金額（千円） 構成比（％） 
一般会計 3,106,471 75.5 
国民健康保険特別会計 201,702 4.9 
簡易水道事業特別会計 185,447 4.5 
老人保健特別会計 117,851 2.9 
宅地造成事業特別会計 99,884 2.4 
介護保険（保険事業勘定）特別会計 67,718 1.6 
介護保険（ｻｰﾋﾞｽ事業勘定）特別会計 85,624 2.1 
下水道事業特別会計 222,402 5.4 
浄化槽事業特別会計 28,016 0.7 

計 4,115,115 100 

平成17年度　歳入予算

地方交付税 27.7％

村税 12.1％

地方譲与税等 2.0％

 

地方特例交付金 0.8％ 

分担金及負担金 0.8％ 

使用料及手数料 6.0％ 

国庫支出金 10.2％ 

都支出金 16.5％ 

財産収入 0.8％ 

繰入金 7.1％ 

村債 9.8％ 

その他 1.2％ 

平成17年度　歳出予算

衛生費 26.4％ 

総務費  37.5％

 

民生費 10.2％

土木費 3.0％ 

消防費 0.4％ 

商工費 5.0％ 

農林水産業費 1.4％ 

教育費 5.0％ 

公債費 8.8％ 

議会費 2.0％その他 0.3％ 

国有提供施設等所在 

市町村助成交付金 5.0％
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第３次小笠原村総合計画 平成１７年度予算の総合計画反映状況 
 

小笠原村では、総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次総合計画を策定し、これに即して事務の処理を行っています。

この総合計画は、地方自治法第２条第４項に規定されている「基本構想」と「基本構想」実現のための具体的な事業計画を定め

ている「基本計画」からなっています。その施策ごとの予算反映状況は下表のとおりです。 
 

章 節 予算額（千円） 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村 

１ 計画的な土地利用 － 計画的な土地利用の検討、有効活用の促進 
２ 自然環境の保全と活用 40,244 保全と利用に関する調査、世界自然遺産パンフレット作成他

 小 計 40,244  
第２章 快適に暮らせる村 

１ 航空路の早期開設 9,374 航空路基礎調査、早期開設推進 
２ 交通環境の整備 61,758 ＴＳＬ就航関連事業、村道改修、村営バス運行他 
３ 情報通信体制の整備 430,972 情報通信基盤整備、テレビ運営費負担金他 
４ 良好な住環境の整備 － 要望、検討 
５ 上・下水道の整備 143,938 導送配水施設改良、管渠整備改良、浄化槽設置他 
６ 循環型社会の構築 137,457 リサイクル経費、施設改修他 
７ 生活環境の向上 15,806 シロアリ対策、野ネコ対策、美化運動他 

 

小  計 799,305  
第３章 活力ある産業で自立発展する村 

１ 活力ある農業の振興 2,448 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業他 
２ 安定した水産業の展開 18,240 シマアジ稚魚放流、水産観光ふれあい事業、販売促進事業他
３ 魅力ある観光拠点の整備 － 施策の検討、要望 
４ 観光客受入体制とＰＲ活動の強化 49,155 観光宣伝事業、金融支援、地産地消推進委員会開催他 
５ 小笠原ブランドの確立 17,633 集客宣伝事業他 
６ 親しまれる商業地の整備 － 検討 
７ 産業間の連携 600 産業祭開催他 

 小  計 88,076  
第４章 すべての人が安心して暮らせる村 

１ 保健・医療・介護の充実 367,460 住民健診、診療所運営、介護保険サービス他 
２ 福祉の充実 41,125 社会福祉協議会運営費補助、保育園改修 
３ 衛生施設の整備 122,640 火葬場用地造成他 
４ 消防防災体制の充実 10,630 防災備蓄倉庫設置、消火栓改修他 

 小  計 541,855   
第５章 豊かな心でゆとりを持って暮らせる村 

１ 学校教育の充実 48,644 校舎改修、英会話教育実施他 
２ 生涯学習の環境整備 281 施設管理、研修補助他 
３ 小笠原文化の振興 2,117 文化団体支援、小花作助文庫整理、資料収集他 
４ 村民総スポーツの推進 12,919 スポーツ団体支援、体育施設管理他 
５ 国際化への対応 － 国際交流の促進他 

 小  計 63,961   
第６章 国民のオアシスを提供する村 

１ エコツアーの実施 28,502 エコツーリズム協議会運営、フィールド整備他 
２ 小笠原らしい景観形成 6,890 街並み景観調査他 

 小 計 35,392  
第７章 計画実現のため 

１ 村民参加システムの確立 3,309 村民だより発行、ホームページ更新、対話集会実施他 
２ 効率的な行財政運営の確立 1,890 文書管理システム運用他 
３ 職員の資質向上 1,717 研修参加負担金他 
４ 関係機関への要請 － 要請 

 

 

 

 

 小  計 6,916  
総   計 1,575,749   

 

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の各項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成１７年度予算 

総額とは一致しません。 
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小
笠
原
村
個
人
情
報
保
護
条
例 

 
４
月
１
日
か
ら
、
小
笠
原
村
個
人
情
報
保
護
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
条
例
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て
、
個
人
の
権
利
・

利
益
の
保
護
と
村
政
の
適
正
な
運
営
を
目
指
す
も
の

で
す
。
条
例
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
個
人
情
報
収
集
の
制
限
（
条
例
第
５
条
）】 

  
 

個
人
情
報
を
収
集
す
る
際
に
は
、
そ
の
目
的
を

明
確
に
し
、
事
務
に
必
要
な
範
囲
内
で
公
正
な
手

段
に
よ
り
収
集
し
ま
す
。 

 

【
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
（
条
例
第
６
条
）】 

 

取
り
扱
う
個
人
情
報
を
届
出
制
に
し
て
、
収
集

す
る
目
的
や
記
録
項
目
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。 

 

【
目
的
外
利
用
の
禁
止
（
条
例
第
７
条
）】 

 

個
人
情
報
を
事
務
の
目
的
を
超
え
て
利
用
し
た

り
、
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
※
た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
法
令
等

に
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
目
的
外
の
利
用
ま
た
は

提
供
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。） 

 

【
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
利
用
中
止
請
求 

（
条
例
第
10
条
・
17
条
・
20
条
）】 

 
 
 

ご
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
個
人
情
報
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
情
報
の
訂
正
を
、
目
的
外
に
利
用
・
提
供
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
情
報
の
利
用
中
止
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

個
人
情
報
保
護
条
例
に
関
す
る
請
求
・
相
談
や
情

報
公
開
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
総
務
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

  

父
島
返
還
祭
の
実
施
を
６
月
25
日
（土
）
に
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
手
づ
く

り
の
返
還
祭
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会
を
設
け
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
よ
り
良
い

も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

村
で
は
返
還
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
（出

演
、
出
店
等
）を
募
集
い
た
し
ま
す
。
団
体
、
個
人
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
応
募
期
限
】
４
月
29
日
（金
） 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

４
月
27
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 
 

◎
４
月
か
ら
窓
口
が
変
わ
り
ま
す 

 

４
月
か
ら
、
受
付
窓
口
が
総
務
課
総
務
係
に
変
わ

り
ま
す
。 

ま
た
、
毎
月
最
終
水
曜
日
に
開
設
し
て
い
た
相
談

日
を 

次
回
か
ら
毎
月
第
２
水
曜
日
に
変
更
い
た
し

ま
す
。
５
月
の
相
談
日
は
11
日
（水
）で
す
。 

今
後
も
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

  

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び 

価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

 

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
、
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決

定
し
、
こ
の
価
格
に
も
と
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
等
は
、
こ
の
価
格
を

知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

※
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

詳
し
く
は
財
政
課
税
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
５
月
２
日 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
期 

 
平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
限
は
、

５
月
２
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

船
客
待
合
所
に
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
を 

設
置
し
ま
し
た 

 

平
成
16
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
）よ

り
助
成
を
い
た
だ
き
、
二
見
港
お
よ
び
沖
港
船
客
待

合
所
に
42
イ
ン
チ
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
を
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
テ
レ
ビ
は
、
村
の
伝
統
芸
能
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
で
の
利
用
や
、
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
の
放
映

な
ど
に
利
用
し
ま
す
。 

ご
利
用
に
関
し
て
の
ご
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

産
業
観
光
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

旅
フ
ェ
ア
２
０
０
５ 

 

４
月
22
日
（金
）～
24
日
（日
）に
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
催
さ
れ
る
「
旅
フ
ェ
ア
２
０
０
５
」
に
昨
年
に
引

き
続
き
参
加
い
た
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年

開
催
さ
れ
約
20
万
人
の
来
場
者
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。 

旅
フ
ェ
ア
で
は
国
土
交
通
省
造
船
課
、
小
笠
原
海

運
株
式
会
社
、
三
井
造
船
株
式
会
社
、
株
式
会
社
テ

ク
ノ
シ
ー
ウ
ェ
イ
ズ
の
協
力
の
も
と「
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
」

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
島
小
笠
原
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
観
光
宣
伝
を
行
い
ま
す
。 

【
開
催
期
間
】
４
月
22
日
（金
）～
24
日
（日
） 

【
場 

所
】
幕
張
メ
ッ
セ 

【
入
場
料
】
無
料 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
http://www.tabifair2005.com/ 
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村
営
バ
ス 

連
休
中
の
運
行
ダ
イ
ヤ 

  

村
営
バ
ス
は
、４
月
29
日（
金
）
～
５
月
５
日（
木
）

の
間
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
平
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

し
ま
す
。 

な
お
、
た
だ
い
ま
村
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
「休

日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
中
で
す
。
休
日

（土
・
日
・
祝
日
）に
は
、
大
人
１
０
０
円
、
小
人
50
円

で
乗
車
で
き
ま
す
。
休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ

村
営
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
報
告 

  

増
え
過
ぎ
た
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害
防
止
の
た

め
、
村
で
実
施
し
て
い
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
は
３
月

14
日
を
も
っ
て
平
成
16
年
度
の
事
業
を
終
了
し
ま

し
た
。 

平
成
16
年
度
も
東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
合
計
駆
除
数
２
３
４
頭
の
実

績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
お
よ

び
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

村
で
は
平
成
17
年
度
も
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
現
在
の
方
法
だ
け
で
は

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
時
期

に
き
て
お
り
ま
す
。 

父
島
や
兄
島
に
お
い
て
も
、
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
自
然

植
生
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
単
に

農
業
被
害
対
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

村
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や

都
に
も
要
望
し
今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
民
の
南
島
利
用
方
法 

 

村
民
が
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
で
南
島
を
利
用

す
る
場
合
は
、利
用
す
る
前
日
（休
日
の
場
合
は
直
前

の
平
日
）ま
で
に
村
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。 

美
し
い
南
島
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、
い
つ
ま
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
自
主
ル
ー
ル
を
遵
守
し
ま
し

ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と 犬
の
散
歩
マ
ナ
ー 

 

生
後
３
か
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
こ
で
一
つ
、
飼
い
主
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
飼
い
主
さ
ん
の
多
く
は
、
散
歩
時
に
フ
ン
の

始
末
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
、

フ
ン
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
ら
れ
る
方
も
み
ら
れ
ま

す
。 放
置
さ
れ
た
フ
ン
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に

と
っ
て
不
快
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
飼
い

主
さ
ん
に
と
っ
て
も
迷
惑
な
も
の
で
す
。 

面
倒
く
さ
い
か
ら
、
他
の
人
が
見
て
い
な
い
か
ら

フ
ン
を
放
っ
て
お
こ
う
、
と
い
う
行
動
は
、
必
ず
誰

か
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
す
る
時
は
フ
ン
を
始

末
す
る
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
ス
コ
ッ
プ
な
ど
処
理

用
品
を
持
ち
、
気
持
ち
よ
く
出
か
け
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
狂
犬
病
予
防
注
射 

 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
26
日
（火
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
27
日
（水
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
備
日
】
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合 

 

《
父
島
》
５
月
23
日
（月
） 

 

《
母
島
》
５
月
24
日
（火) 

 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 
 
 
 
 

３
５
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

 

６
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
  

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
２ 
 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 

集
落
の
内
外
で
見
か
け
ら
れ
る
「
野
ネ
コ
」
の
存

在
は
、
も
と
も
と
人
の
愛
玩
動
物
と
し
て
持
ち
込
ま

れ
た
ネ
コ
が
遺
棄
さ
れ
、
あ
る
い
は
繁
殖
制
限
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
人
間
の
無
責

任
な
飼
養
放
棄
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
自

ら
の
問
題
と
し
て
野
ネ
コ
の
事
を
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

村
で
は
、
環
境
保
全
・
動
物
愛
護
の
精
神
に
基
づ

き
、
「野
ネ
コ
対
策
事
業
」と
し
て
繁
殖
制
限
の
た
め

の
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
て
い
ま
す
。
不
妊
去
勢
を

徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
野
ネ
コ
の
自
然
増
を
防
ぎ
、

野
ネ
コ
を
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
３
０
０

頭
を
超
え
る
ネ
コ
に
手
術
を
施
し
ま
し
た
。 

 
【
捕
獲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
】 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
捕
獲
カ
ゴ
を
貸
し
出

し
ま
す
の
で
、
村
役
場
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う 

  

皆
さ
ん
は
、
海
の
レ
ジ
ャ
ー
・
山
の
レ
ジ
ャ
ー
・

散
歩
・
仕
事
な
ど
で
外
出
を
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。 

 

外
出
し
た
際
に
発
生
し
た
「
ご
み
」、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
処
理
を
し
て
い
ま
す
か
。
も
ち
ろ
ん
ポ
イ

捨
て
な
ん
て
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
？ 

 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
小
笠
原
は
街
路
、
景

勝
地
、
公
園
等
の
ご
み
箱
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
以
前
ご
み
箱
が
散
乱
ご
み
の
原
因
と
な
っ
て

い
た
た
め
に
行
っ
た
措
置
で
す
。 

○
タ
バ
コ
の
吸
殻 

○
ペ
ッ
ト
の
フ
ン 

○
食
べ
終
わ
っ
た
弁
当
の
容
器
や
飲
み
終
わ
っ
た
飲

料
物
の
容
器
な
ど 

外
出
先
で
発
生
し
た
ご
み
は
、
必
ず
持
帰
っ
て
分

別
し
、
適
正
に
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
然
の
監
視
人
で
す
。
小

笠
原
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

ご
み
持
ち
帰
り
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
な
い 

ご
み
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

  

次
に
示
す
例
は
、
有
料
持
込
ご
み
に
該
当
す
る
も

の
で
す
。 

【
建
物
に
付
随
す
る
も
の
関
連
】 

解
体
く
ず
、
建
具
類
、
材
木
、
風
呂
釜
、
給
湯

器
、
浴
槽
、
サ
ッ
シ
類
、
単
管
パ
イ
プ
、
ク
ラ
ン

プ
、
塩
ビ
パ
イ
プ
等 

【
船
舶
関
連
】 

解
体
く
ず
、
船
外
機
、
船
台
、
部
品
類
等 

【
車
・
バ
イ
ク
関
連
】 

マ
フ
ラ
ー
、
ホ
イ
ー
ル
、
座
席
等
の
部
品
類
等
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部
品
交
換
や
修
理
に
よ
り
発
生
し
た
ご
み 
【
機
械
類
】 
業
務
用
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
、

草
刈
機
、
電
動
の
こ
ぎ
り
、
そ
の
他
電
動
工
具
類

等 

【
事
務
機
器
類
】 

事
務
机
・
椅
子
、
金
属
製
椅
子
テ
ー
ブ
ル
（棚
や

ロ
ッ
カ
ー
）
類
、
事
務
用
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ 

ナ
ー
等 

 

こ
れ
ら
の
有
料
持
込
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

回
収
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
処
理
手
数
料
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

【
料
金
】 

○
金
属
を
含
む
ご
み 

  
 

１
㎏
あ
た
り
50
円 

 

○
金
属
を
含
ま
な
い
ご
み 

１
㎏
あ
た
り
30
円 

  

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
消
火
器
、
古
タ
イ
ヤ
等

も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。 

不
明
な
点
は
、
村
役
場
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

４
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 

 
 

郵
便
局
へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む
際
、
製

造
メ
ー
カ
ー
番
号
を
誤
っ
て
記
入
し
て
振
り
込
む

と
、
搬
出
当
日
に
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
必
ず
メ
ー
カ
ー
名
ご
確
認
の
上
、
振
り
込
み

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
記
入
方
法
な
ど
不

安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を
控
え
て
か
ら
役
場
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
必
ず
村
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

建
設
水
道
課  

 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

４
月
１
日
付
《 

》
内
は
旧
所
属 

【
課
長
級
】 

総
務
課
長 

渋
谷 

正
昭
《
総
務
課
長
（
企
画
課
長
兼
務
）》 

総
務
課
企
画
政
策
室
長 

セ
ー
ボ
レ
ー
孝
《
健
康
福
祉
課
長
》 
総
務
課
企
画
政
策
室
副
参
事
（
特
命
担
当
） 
田
中 
直
樹 

《
企
画
課
副
参
事
（
特
命
担
当 

企
画
係
長
事
務
取
扱
）》 

財
政
課
長 

江
尻 

康
弘
《
財
政
課
長
（
用
地
係
長
事
務
取
扱
）》 

村
民
課
長 

佐
々
木 

英
樹
《
議
会
事
務
局
長
》 

診
療
所
事
務
長
（
診
療
所
係
長
事
務
取
扱
） 

樋
口 
 

博
《
診
療
所
事
務
長
》 

産
業
観
光
課
長 

今
野 

 

満
《
産
業
観
光
課
長
（
企
業
係
長
事
務
取
扱
）》 

建
設
水
道
課
副
参
事 

篠
田 

千
鶴
男 

《
建
設
水
道
課
副
参
事
（
建
設
担
当 

建
設
係
長
事
務
取
扱
）》 

出
納
課
長 

湯
村 

義
夫
《
出
納
課
長
（
出
納
係
長
事
務
取
扱
）》 

議
会
事
務
局
長 

斎
藤 

 

実
《
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
》 

 

【
課
長
補
佐
級
】 

総
務
課
課
長
補
佐 

Ｉ
Ｔ
推
進
係
長 

鈴
木 

敏
之
《
総
務
課
課
長
補
佐 

文
書
広
報
係
長
》 

村
民
課
課
長
補
佐
（
父
島
保
育
園
園
長
） 

菊
池 

い
づ
み 

《
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
（
父
島
保
育
園
園
長
）》 

村
民
課
課
長
補
佐
（
父
島
保
育
園
） 

坂
本 

 

剛
《
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
（
父
島
保
育
園
）》 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

俣
野 

正
弘
《
建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

工
務
係
長
》 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

千
葉 

勇
人
《
建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

上
下
水
道
係
長
》 

 

【
係
長
級
】 

財
政
課
財
政
係
長 

亀
山 

 

孝
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

村
民
課
福
祉
係
長 

牛
島 

康
博
《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
長
》 

村
民
課
福
祉
係
主
査
（
父
島
保
育
園
） 

百
瀬 

美
津
子
《
母
島
支
所
庶
務
係
主
査
（
母
島
保
育
園
）》 

村
民
課
福
祉
係
主
査
（
父
島
保
育
園
） 

藤
崎 

邦
夫 

《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
主
査
（
父
島
保
育
園
）》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査 

町
井 

和
博
《
産
業
観
光
課
企
業
係
主
査
》 

建
設
水
道
課
主
査 

大
塚 

宏
幸
《
財
政
課
財
政
係
長
》 

建
設
水
道
課
主
査 

町
田 

健
太
郎
《
村
民
課
環
境
衛
生
係
長
》 

建
設
水
道
課
主
査 

大
田 

泰
史
《
村
民
課
環
境
衛
生
係
主
査
》 

建
設
水
道
課
主
査 

原
田 

和
茂
《
建
設
水
道
課
建
設
係
主
査
》 

建
設
水
道
課
主
査 

岩
本 

弘
幸
《
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
主
査
》 

建
設
水
道
課
主
査 

老
松 

宏
孝
《
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
主
査
》 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査 

坂
本 

 

茂
《
財
政
課
用
地
係
主
査
》 

出
納
課
出
納
係
長 

佐
々
木 

裕
美
《
診
療
所
診
療
所
係
長
》 

 

【
主
任
級
】 

総
務
課
総
務
係
主
任 

和
田 

 

東
《
総
務
課
総
務
係
主
任
（
東
京
都
派
遣
研
修
）》 

総
務
課
総
務
係
主
任
〔
昇
格
〕 

持
田 

憲
一
《
総
務
課
文
書
広
報
係
主
事
》 

総
務
課
総
務
係
主
任
（
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣
）〔
昇
格
〕 

川
上 

 

勲
《
村
民
課
環
境
衛
生
係
主
事
》 
総
務
課
企
画
政
策
室
主
任 
山
下 
正
裕
《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
主
任
》 

財
政
課
財
政
係
主
任 

石
原 

洋
介
《
企
画
課
企
画
係
主
任
》 

財
政
課
財
政
係
主
任
〔
昇
格
〕 

柏
木 

 

徹
《
財
政
課
用
地
係
主
事
》 

村
民
課
住
民
係
主
任 

岡
部 

佳
代
《
出
納
課
出
納
係
主
任
》 

村
民
課
福
祉
係
主
任 

畔
上 

智
武
《
企
画
課
企
画
係
主
任
》 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任
（
父
島
保
育
園
） 

畔
上 

寿
恵 

《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
主
任
（
父
島
保
育
園
）》 

診
療
所
診
療
所
係
主
任 

嶋 
 

太
郎
《
村
民
課
住
民
係
主
任
》 

建
設
水
道
課
主
任 

百
瀬 

和
明
《
母
島
支
所
施
設
係
主
任
》 

母
島
支
所
施
設
係
主
任 

山
﨑 

智
之
《
建
設
水
道
課
建
設
係
主
任
》 

 

【
主
事
級
】 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

上
部 

修
一
《
総
務
課
総
務
係
》 

村
民
課
福
祉
係 

萩
倉 

仁
美
《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
》 

村
民
課
福
祉
係
（
父
島
保
育
園
） 

森
本 

美
奈
《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
》 

村
民
課
福
祉
係
（
父
島
保
育
園 

施
設
調
理
） 

伊
藤 

千
栄
子 

《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
（
父
島
保
育
園 

施
設
調
理
）》 

村
民
課
福
祉
係
（
母
島
保
育
園
） 

奥
山 

佳
奈
《
母
島
支
所
庶
務
係
（
母
島
保
育
園
）》 

建
設
水
道
課 

星 
 

裕
也
《
村
民
課
環
境
衛
生
係
》 

建
設
水
道
課 

山
田 

修
平
《
建
設
水
道
課
工
務
係
》 

 

【
退
職
】 

延
島 

冬
生
《
村
民
課
長
》 

竹
澤 

あ
か
ね 

《
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
主
任
（
父
島
保
育
園
）》 

 

【
採
用
】 

村
民
課
付
（
保
健
師
） 

関
口 

祐
子 

村
民
課
付
（
保
育
士
） 

常
磐 

佳
子 

 

【
再
任
用
】 

診
療
所
課
長
補
佐
（
複
合
施
設
担
当
） 

延
島 

冬
生 

 

【
派
遣
職
員
（
転
出
）】
３
月
31
日
付 

東
京
都 

山
本 

有
貴
（
診
療
所
診
療
所
係
（
母
島
）） 

 

【
派
遣
職
員
（
転
入
）】
４
月
１
日
付 

診
療
所
診
療
所
係
（
母
島
） 

伊
田 

 

勉
《
東
京
都
》 
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東
京
都
小
笠
原
住
宅
（父
島
・
母
島
） 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

    

平
成
17
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
５
月

31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅 

 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
諸
島
に
住

所
を
有
し
、
か
つ
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に

小
笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

て
い
た
方 

② 

①
の
配
偶
者
お
よ
び
直
系
血
族
の
方
で
、
小

笠
原
村
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
（
条
件
に
よ
っ
て
は
、
小
笠
原
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。） 

 

【
申
込
期
間
】
４
月
15
日(

金)

～
４
月
28
日(

木) 

 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
26
日(

火)

の
消
印
有
効 

 

【
申
込
書
の
配
布
】 

４
月
15
日
か
ら
４
月
28
日
ま
で
の
間
、
申
込

書
お
よ
び
「
募
集
の
ご
案
内
」
を
次
の
場
所
で
配

布
し
ま
す
。（
※
に
つ
い
て
は
４
月
25
日
ま
で
） 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
（※
） 

  

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
（※
） 

 

【
そ
の
他
】 

 

○
一
般
世
帯
向
住
宅
第
３
順
位
の
抽
せ
ん
に
４
回

連
続
し
て
家
族
世
帯
で
参
加
さ
れ
る
方
は
、 

 
 
 

第
３
順
位
の
中
で
３
戸
分
の
優
先
枠
が
確
保
さ

れ
ま
す
。
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

○
詳
細
に
つ
い
て
は
「
募
集
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島
分 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

母
島
分 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
事
務
係 

３
―
２
１
２
１  

野
ネ
コ
調
査
の
実
施 

 

野
ネ
コ
の
行
動
範
囲
を
把
握
す
る
た
め
、
夜
明
け

道
路
付
近
に
お
い
て
、
カ
ゴ
に
よ
り
捕
獲
し
た
野
ネ

コ
に
発
信
器
を
つ
け
る
行
動
圏
調
査
を
行
い
ま
す
。 

本
調
査
は
国
土
交
通
省
の
依
頼
に
よ
り
行
う
も
の

で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
調
査
期
間
】
４
月
15
日
～
５
月
10
日
ご
ろ 

 
●
問
合
せ
先 
小
笠
原
支
庁
土
木
課 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

網
・
わ
な
猟
免
許
試
験
の
実
施 

 

◎
免
許
試
験 

 
 【
日
時
】
５
月
16
日
（月
）
午
前
10
時
～ 

（
受
付 
午
前
９
時
30
分
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
受
験
資
格
】 

試
験
日
現
在
、
年
齢
20
歳
以
上
で
、
現
に
東
京

都
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
法
律
に
定
め

る
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
も
の
。 

【
試
験
内
容
】 

○
午
前 

狩
猟
に
関
す
る
学
科
試
験 

○
午
後 

学
科
試
験
合
格
者
を
対
象
に
適
性
試
験

お
よ
び
技
能
試
験 

【
申
込
方
法
】 

受
験
希
望
者
は
、
次
の
も
の
を
用
意
し
、
支
庁

産
業
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
３
分
身
、
無
背
景
の
縦
３
・６
㎝
、
横
２
・４
㎝

の
写
真
１
枚 

②
精
神
疾
患
、
麻
薬
中
毒
、
そ
の
他
正
常
な
判
断

力
を
失
わ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
病
気
で
は
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
医
師
の
診
断
書
（
診
療
所
ま

た
は
保
健
所
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
。） 

③
手
数
料
５
３
０
０
円 

④
印
鑑 

⑤
郵
送
に
よ
る
合
否
通
知
を
希
望
す
る
場
合
は
宛

先
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
１
枚 

【
申
込
期
間
】
４
月
18
日
（
月
）
～
５
月
11
日
（
水
） 

 

◎
事
前
講
習
会 
 

【
日
時
】
４
月
26
日
（火
）、
27
日
（水
） 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
申
込
方
法
】 

村
役
場
産
業
観
光
課
に
講
習
会
費
用
２
７
０
０

円
を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
テ
キ
ス
ト
を
発
注
す
る
た
め
申
し
込
み
後
の
返

金
は
出
来
ま
せ
ん
。 

【
申
込
期
間
】 

４
月
１
日
（金
）～
15
日
（金
） 

 

※
試
験
の
申
し
込
み
と
講
習
会
の
申
し
込
み
は
、
別

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係 

２
―
２
１
２
２ 

 
 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

４
月
６
日
（水
）か
ら
15
日
（金
）ま
で
の
10
日
間
、

「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。 

 【
運
動
重
点
項
目
】 

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

②
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

③
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底 

今
回
も
昨
年
と
同
様
に
小
笠
原
海
上
保
安
署
と

の
合
同
に
よ
る
海
上
安
全
対
策
を
と
り
ま
す
。 

海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
海
難
ゼ

ロ
へ
の
願
い
」
で
す
。 

 

【
運
動
重
点
項
目
】 

 

①
自
己
救
命
策
の
確
保 

②
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

③
海
の
緊
急
通
報
電
話
１
１
８
番
の
活
用 

 

小
笠
原
で
は
、
交
通
事
故
が
減
少
し
て
い
な
い
た

め
、
現
在
、
交
通
違
反
取
締
り
を
推
進
中
で
す
。 

新
学
期
を
迎
え
る
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
対
す

る
安
全
対
策
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
指
導
員
に
よ

る
高
齢
者
保
護
誘
導
活
動
等
を
行
な
う
ほ
か
、
各
種

安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
津
軽
三
味
線
な
ど
催
し
物
が
た
く
さ
ん 

「
広
げ
よ
う
交
通
安
全
の
輪 

『高
齢
者
の
集
い
』」 

 

【
日 

時
】
４
月
17
日
（日
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ
の
他
】 

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
４
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
18
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
。）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
15
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（土
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ･

予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

                                       

                                       

                                       

 

東東平平アアカカガガシシララカカララススババトトササンンククチチュュアアリリーー自自主主ルルーールルのの設設定定  
        

平成１５年４月に、父島中央山東平植物群落保護林内に設定しましたアカガシラカラスバトサンクチュアリーについ

て、今後さらに適正に利用していただくために、地元関係団体、関係者、ガイド等により自主ルールを設定しました。 

今後の利用につきましては、自主ルールを守って適切な利用をお願いします。 
 

《自主ルール》 
 
（※１～４は、自主ルールの運営方針等につき省略） 
 
（コア区域（    部分）） 
５．コア区域内については原則、人の立ち入りを禁止する。 
 
（バッファー区域（     部分）） 
６．決められたルートのみ立ち入ること。（     部分）  
        
（バッファー区域内林内歩道）     
７．原則として国有林課に入林の許可を受けたガイドが随行 
のうえ、決められたルートのみ立ち入ること。（     部分） 
（島民については国有林課に入林許可等の手続きをすること。） 
  ただし、管理および調査研究等の特別な事情において、 
国有林課の入林許可を受けた者については、その限りでは 
ないものとする。   

        
８．アカガシラカラスバトの繁殖期である、１１月～３月に 
 ついては、入林禁止期間とする。（     部分） 
 
（その他） 
９．アカガシラカラスバトに出会った時には、半径１０ｍ以内 
には接近しない（ハトを取り囲まない）こと。また、ハトを驚 
かすような急な行動や大きな話し声等には充分注意すること。 
さらに、写真撮影時には、フラッシュ等を使用しないよう充 
分注意すること。 

 
１０．外来種を持ち込まないよう、入林前には、衣服等に種子 
等が付着していないか確認すること。 

 
●問合せ先 小笠原総合事務所国有林課 ２－２１０３ 

東平アカガシラカラスバト
サンクチュアリー概略図
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小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス 

セ
ン
タ
ー
看
護
師
・
介
助
員
募
集 

 

４
月
１
日
（金
）か
ら
看
護
師
（非
常
勤
）、
登
録
介

助
員
・
登
録
看
護
師
（パ
ー
ト
）を
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
看
護
師
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
応
募
資
格
】
看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
こ
と 

 

【
仕
事
内
容
】 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看

護
・
介
護
業
務
（
健
康
管
理
、
機
能
訓
練
、
入
浴
、

送
迎
、
他
業
務
） 

 

【
勤 

務 

日
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

 

土
日
祝
日
は
原
則
休
み
。
た
だ
し
、
シ
ョ
ー
ト 

ス
テ
イ
時
は
日
勤
ま
た
は
夜
勤
あ
り
。 

 

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
は
変
則
勤
務
あ
り 

 

【
待 

 

遇
】
日
給
９
８
０
０
円 

 
 

【
そ 

の 

他
】
各
種
保
険
完
備 

 

◎
登
録
介
助
員
（パ
ー
ト
）募
集 

 

【
応
募
資
格
】
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す
る
こ
と 

 

【
仕
事
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
の
介
護
業
務 

 

【
勤 

務 

日
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
や
職
員
休
暇
、
出
張

時
の
勤
務
等
（週
１
日
～
３
日
） 

 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
内
、
３
～
６
時
間 

 

【
待 

 

遇
】
時
給
９
５
０
円 

 

◎
登
録
看
護
師
（パ
ー
ト
）募
集 

  

【
応
募
資
格
】
看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
を

有
す
る
こ
と 

 

【
仕
事
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
の
看
護
・
介
護
業
務
（
健
康
管
理
、
機
能
訓

練
、
入
浴
、
送
迎
、
他
業
務
） 

 

【
勤 

務 

日
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
や
職
員
休
暇
・
出
張

時
の
勤
務
等
（週
１
日
～
３
日
） 

 
 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
内
、
３
～
６
時
間 

 

【
待 

 

遇
】
時
給
１
３
０
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

（
明
老
会
）
２
―
３
９
１
１ 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 
小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
、
電
子
メ
ー
ル
で
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
あ
る
程
度

の
知
識
が
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
勤
務
日
・
時
間
】 

週
４
日
程
度 

午
前
８
時
～
午
後
５
時 

（
昼
休
憩
１
時
間
30
分
） 

 

【
年
齢
】
18
歳
以
上
か
ら
40
歳
程
度 

 

【
待
遇
】
当
協
会
の
規
定
に
よ
る 

 

【
申
込
方
法
】 

 
 

４
月
12
日
（火
）ま
で
に
履
歴
書
を
観
光
協
会

事
務
所
（商
工
観
光
会
館
１
階
）ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

    

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

  

皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
地
上
波
放

送
は
、
民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
、
本
土
電
波
を

小
笠
原
村
で
受
信
し
、
村
内
向
け
に
再
送
信
す
る
と

い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
平
成
８
年
４
月
よ
り

本
土
の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
・

放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村(

村
民
を
含
む)

で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
一
般

世
帯
の
場
合
、
月
々
３
千
円
の
利
用
料
の
ご
負
担
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
に
は
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に

組
合
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
、
利
用
料
を
お
支
払

い
の
上
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
受
付
場
所
】 

○
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 

○
村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

              

お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
券
発
売
日
の
変
更 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
券
は
、
こ
れ
ま
で
出
港
日

の
３
か
月
前
か
ら
発
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
乗

船
分
よ
り
出
港
日
の
２
か
月
前
か
ら
の
発
売
に
変
更

と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
７
，
８
月
の
夏
期
乗
船
券
に
つ
い
て
は
、

４
月
15
日
（金
）
午
前
９
時
か
ら
一
斉
発
売
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１  

５
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 
 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

５
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
は
、
原
油
価
格
が

値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改
訂
と
な
り
ま

す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

大
人 

７
９
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

小
人 

３
９
５
０
円
（
＋
１
７
０
円
） 

《
２
等
》 

大
人 

３
９
５
０
円
（
＋
１
７
０
円
） 

小
人 

１
９
８
０
円
（
＋
９
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
１
４
０
円
（
＋
２
２
０
円
） 

小
人 

２
５
７
０
円
（
＋
１
１
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
２
８
２
円
（
＋
２
１
８
円
） 

《
２
等
品
》
７
７
６
４
円
（
＋
２
０
４
円
） 

《
３
等
品
》
７
２
４
７
円
（
＋
１
９
１
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
３
０
円
（
＋
２
２
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
２
５
円
（
＋
１
６
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 
２
０
０
５
「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

コ
ノ
星
ニ
ハ 

本
ガ
ア
ル
・・・。 

 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
「
こ
ど
も
の
日
」
を
中

心
に
３
週
間
（４
／
23
～
５
／
12
）、
２
０
０
５
年

「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。
子
供
た

ち
に
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
知
ら
せ
、
正
し
い

読
書
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
好
機
で
す
。
ぜ
ひ

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
図
書
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

昨
年
の
父
島
図
書
室
児
童
書
貸
し
出
し
数
は
２
６

７
８
冊
で
し
た
。 

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
10
代
の
青
少
年
向
き
）の
本

は
２
階
図
書
室
に
あ
り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も

あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
位
の
児

童
向
け
に
は
、
１
階
の
児
童
図
書
室
に
約
６
千
冊
の

本
が
あ
り
ま
す
。
紙
芝
居
や
紙
芝
居
用
の
舞
台
も
貸

出
で
き
ま
す
。 

児
童
図
書
室
は
、午
後
５
時
（保
護
者
同
伴
の
場
合

は
９
時
）ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

 

◎
「ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

 

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と
は
？ 

赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
が
、
絵
本
を
通
し
て
言
葉
と
心
を
交
わ
す
、
か

け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
運
動
で
す
。 

２
０
０
４
年
12
月
31
日
現
在
、
全
国
の
２
９
５
０

の
自
治
体
の
う
ち
７
１
６
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
は
、
都
内
で
実
施
し
て
い
る
17
自
治
体

の
ひ
と
つ
で
、
都
内
の
島
し
ょ
町
村
で
は
初
め
て
の

実
施
で
す
。 

乳
幼
児
健
診
時
に
司
書
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

絵
本
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
や
育
児
書
お
す
す
め

の
本
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
場
で
図
書
の
貸
出
も
で
き
る
の
で
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
対
象
で
な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

特
別
博
物
展
「
海
洋
島 

小
笠
原 

～
生
き
物
の
魅
力
と
そ
の
危
機
～
」 

 

昨
年
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
特
別
展「
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
小
笠
原
」

が
、
新
し
い
展
示
を
付
け
加
え
て
小
笠
原
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
岩
石
か
ら
動
植
物
ま
で
「
小
笠
原
自
然
史

博
物
館
」
と
い
え
る
ほ
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
展
示
内

容
で
す
。
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
昆
虫
類
も
多
数
展

示
し
ま
す
。 

共
に
棲
む
生
き
物
た
ち
を
知
る
最
高
の
機
会
で

す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

母
島
で
も
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
４
月
17
日
（日
）～
５
月
15
日
（日
）の
間 

 
 

 
の
入
港
日
か
ら
出
港
日
（
４
月
29
日
（金
）～
５
月

８
日
（日
）は
毎
日
開
館
） 
【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 

２
―
３
７
７
９ 

 
     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
４
月
14
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

                                       

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
と
航
空
路
に
つ
い
て
」
① 

 

小
笠
原
の
世
界
遺
産
登
録
を
考
え
て
い
く
上
で

「
航
空
路
と
の
両
立
」
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
重
要
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
航
空
路
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な
ど
も
含

め
て
、
ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
航
空
路
の
開
設
は
村
民
の
悲
願
】 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
約
千
キ
ロ
離
れ
た

外
洋
に
隔
絶
さ
れ
た
島
々
で
あ
り
、
返
還
後
37
年

を
経
た
現
在
も
、
本
土
と
の
交
通
は
概
ね
６
日
に

１
便
の
船
便
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。 

航
空
路
は
、
村
民
生
活
の
安
定
や
産
業
振
興
な

ど
、
小
笠
原
の
自
立
発
展
の
た
め
に
は
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、「
安
心
し
て
島
に
住

み
続
け
た
い
」
と
願
う
村
民
に
と
っ
て
、
そ
の
開

設
は
返
還
以
来
の
悲
願
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
航
空
路
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】 

 

○
兄
島
案
の
決
定 

 

東
京
都
は
、
小
笠
原
返
還
直
後
の
昭
和
44
年
度

か
ら
、
航
空
路
の
開
設
に
向
け
た
空
港
適
地
の
選

定
調
査
お
よ
び
必
要
な
各
種
調
査
を
継
続
的
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
は
、
昭
和
54
年
の

村
政
確
立
以
来
、
小
笠
原
空
港
の
早
期
開
設
を
国

お
よ
び
東
京
都
に
対
し
て
要
望
し
て
き
ま
し
た
。 

平
成
３
年
に
、
小
笠
原
空
港
が
国
の
第
６
次
空

港
整
備
計
画
の
予
定
事
業
に
採
択
さ
れ
る
と
、
以

降
、
東
京
都
に
よ
っ
て
設
置
場
所
の
再
検
証
調
査

や
需
要
予
測
調
査
、
環
境
現
況
調
査
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

東
京
都
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

総
合
的
に
判
断
し
、
平
成
７
年
２
月
、
空
港
の
設

平成１７年度 小笠原村定期予防接種年間予定表 
 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 

個
別
接
種 

三 種 混 合 

風 疹・麻 疹 

日 本 脳 炎 

Ｂ Ｃ Ｇ 

7(木) 12(木) 2(木) 7(木) 4(木) 1(木) 6(木) 3(木) 1(木) 5(木) 2(木) 2(木) 

集
団
接
種 

ポ リ オ      １(木)      2(木) 

  

 受 付 時 間 接種場所 
個別接種 午後３時３０分～4時 

父 島 
集団接種 午後３時～３時３０分 

小笠原村 

診 療 所 

個別接種 
母 島 
集団接種 

午後４時～４時３０分 母島診療所 

 

 

個別接種・集団接種に関わらず、すべての予防接種の個別通知はいた

しません。都合のよい日をお選びのうえ、直接お越しください。 

母子手帳・予診票は忘れずにお持ちください。 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９
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置
位
置
を
兄
島
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
○
兄
島
案
か
ら
時
雨
山
周
辺
案
へ 

 

兄
島
に
決
定
さ
れ
た
小
笠
原
空
港
で
す
が
、
平

成
８
年
１
月
、
当
時
の
環
境
庁
か
ら
、「
兄
島
は
、

世
界
的
に
も
特
異
で
貴
重
と
評
価
さ
れ
る
生
態
系

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兄
島
以
外
の
島
に
お

い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
向
が
東
京
都

に
対
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
で
は
、
自
然
環
境
の
面

か
ら
兄
島
以
外
の
島
で
の
空
港
建
設
の
可
能
性
を

検
討
す
る
た
め
、
環
境
現
況
調
査
を
２
年
間
に
わ

た
っ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
運
航
の
安
全
性
・

安
定
性
、
経
済
性
等
も
加
え
て
総
合
的
に
候
補
地

を
選
定
す
る
た
め
「
空
港
建
設
等
専
門
委
員
会
」

を
設
置
し
、
そ
の
提
言
を
得
た
う
え
で
、
平
成
10

年
５
月
、
小
笠
原
空
港
の
建
設
地
を
父
島
の
時
雨

山
周
辺
域
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

○
時
雨
山
周
辺
案
の
撤
回 

 

空
港
建
設
地
を
時
雨
山
周
辺
域
と
し
た
東
京
都

は
、
同
地
域
の
環
境
現
況
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
調
査
お
よ
び

自
然
環
境
保
全
方
策
等
の
助
言
・
指
導
を
得
る
た

め
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
「
小
笠
原
自
然
環

境
保
全
対
策
検
討
委
員
会
」
を
平
成
11
年
１
月
に

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約
３
年
に
わ
た
る
検

討
の
結
果
、
平
成
13
年
10
月
に
同
委
員
会
か
ら

「
影
響
を
被
る
貴
重
種
が
多
数
あ
り
、
保
全
方
策

を
確
実
に
講
じ
た
と
し
て
も
影
響
軽
減
効
果
に
は

限
界
が
あ
る
」旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
は
、
平
成
13
年
11
月
、

自
然
環
境
へ
の
影
響
や
総
事
業
費
の
増
加
（１
１
０

０
億
円
超
）を
理
由
に
、
時
雨
山
周
辺
域
で
の
空
港

建
設
は
困
難
で
あ
る
と
し
、
現
計
画
を
撤
回
す
る

旨
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
以
降
、
東
京
都
は
、

費
用
・
環
境
・
技
術
面
か
ら
新
た
な
航
空
路
案
を

調
査
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。（
現
在
検
討
中

の
案
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
。） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
９ 

 

「
チ
ュ
ウ
ヤ
ン
」 

 

チ
ュ
ウ
ヤ
ン
は
背
ビ
レ
の
欠
損
が
非
常
に
特
徴
的

な
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
で
す
。
背
ビ
レ

の
欠
損
の
形
を
見
て
み
る
と
、
人
の
顔
に
似
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
口
を
尖
ら
し
て
「
チ
ュ
ウ
」

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル

カ
調
査
隊
の
隊
員
が
チ
ュ
ウ
ヤ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。 

こ
の
チ
ュ
ウ
ヤ
ン
、
イ
ル
カ
調
査
隊
と
相
性
が
良

い
ら
し
く
頻
繁
に
出
会
い
ま
す
。
イ
ル
カ
調
査
隊
の

65
回
の
調
査
の
う
ち
、
13
回
も
出
会
っ
て
い
る
大

変
馴
染
み
深
い
イ
ル
カ
で
す
。 

ま
た
、
チ
ュ
ウ
ヤ
ン
は
小
笠
原
周
辺
で
古
く
か
ら

発
見
さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら
約
９
年
前
の
１
９
９
６

年
９
月
に
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

                

第
35
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

 

【
日
時
】
４
月
10
日
（日
）
午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ 

※
雨
荒
天
中
止 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

【
内
容
】
展
望
台
で
ク
ジ
ラ
を
追
跡
し
て
み
よ
う
！ 

三
日
月
山
展
望
台
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
追
跡

観
察
し
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
行
動
を
知
ろ
う
！ 

【
参
加
資
格
】
18
歳
以
上
の
村
民
ま
た
は
認
定
Ｏ
Ｗ

Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

【
募
集
人
数
】
９
名
（
４
月
９
日
ま
で
に
要
予
約
） 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡
（持
っ
て

い
れ
ば
） 
 

ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
の
夕
方
に
無
料
の
ク
ジ
ラ

観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博

士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し
い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご

案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
（
４
月
３
日
、
９
日
、

15
日
、
22
日
、
29
日
） 

午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

【
持
ち
物
】
双
眼
鏡
（持
っ
て
い
れ
ば
）、
防
寒
着 

※
双
眼
鏡
は
当
協
会
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
す

（
１
日 

３
０
０
円
）。 

 

ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
「
ク
ジ
ラ
は
な
ぜ
跳
ぶ
の
か
？
」 

 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
翌
日
（４
月
４
日
、

10
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
）
午
後
７
時
30

分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
。
村
民
・
会
員
は
無
料
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
46 

 

― 

小
笠
原
の
旅
行
者
は 

環
境
配
慮
の
意
識
が
高
い
？ 

― 
  

昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
東
京
都
産
業
労
働
局

が
旅
行
者
に
ガ
イ
ド
や
ツ
ア
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
旅

行
者
は
１
５
０
９
人
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
旅
行

者
が
環
境
配
慮
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 小
笠
原
で
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「必
ず
必
要
で
あ
る
」「ま
あ

必
要
で
あ
る
」
の
合
計
が
95
・
４
％
に
達
し
て
い
ま

す
。
自
然
や
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
規
制
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
、
「必
ず
必
要
で
あ
る
」「
ま
あ
必
要

で
あ
る
」の
合
計
が
89
・７
％
に
達
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
み
て
環
境
保
全
と

観
光
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」と
い
う
質
問
で
は
、「観
光
利
用
が
強
い
」「
や

や
観
光
利
用
が
強
い
」
の
合
計
が
37
・
２
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
「環
境
保
全
が
強
い
」「
や
や
環
境
保
全

が
強
い
」の
合
計
が
６
・７
％
と
低
い
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
、
旅
行
者
は
小
笠
原
の
ツ
ア
ー
に
対

し
て
「
環
境
保
全
よ
り
も
観
光
利
用
を
重
視
し
て
い

る
」と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
え
ま
す
。 

さ
ら
に
、
「ツ
ア
ー
へ
の
環
境
配
慮
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「も
う

少
し
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」「も
っ
と
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」の
合
計
は
36
・８
％
に
な
っ
て
お
り
、
旅

行
者
の
「環
境
へ
の
配
慮
」の
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化
の

保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域
振

興
す
る
と
い
う
考
え
方 

口 

鼻 

口 

鼻 

目 
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●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 
（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
46 

 

―
な
ぜ
歌
を
う
た
う
の
？
― 

  

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
！
今
年
も
ま

た
小
笠
原
の
海
に
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
「ソ
ン
グ
」が

鳴
り
響
き
、
海
中
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
も
ク
ジ
ラ
た
ち
の
ソ
ン
グ
を

研
究
の
た
め
に
録
音
し
て
い
ま
す
。 

ソ
ン
グ
と
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
す
る
長
く
て
旋

律
の
あ
る
音
声
の
事
を
指
し
、
小
笠
原
や
沖
縄
を
含

め
た
繁
殖
海
域
に
お
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
尾
ビ
レ
の
写
真
照
合
や
、
細
胞
か
ら
得
ら

れ
た
遺
伝
情
報
な
ど
か
ら
、
オ
ス
だ
け
が
ソ
ン
グ
を

歌
う
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

｢

な
ぜ
オ
ス
の
ク
ジ
ラ
は
ソ
ン
グ
を
歌
う
の
か｣

と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
も
興
味
を
お
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

オ
ス
だ
け
が
歌
う
、
ま
た
繁
殖
海
域
だ
け
で
歌
わ

れ
る
と
い
う
事
か
ら
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
ソ

ン
グ
は
メ
ス
に
向
け
て
の
求
愛
歌
だ
と
予
想
さ
れ
、

様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｙ
（１
９
８
８
）ら
は
、
次
の
４
つ
の
音
、

①
餌
を
獲
る
前
に
発
す
る
音 

②
社
会
的
な
音
（
ソ

ン
グ
で
は
な
い
オ
ス
も
メ
ス
も
発
す
る
音
） 

③
ソ
ン

グ 

④
人
工
的
に
作
成
し
た
音
を
単
独
で
い
る
ク
ジ

ラ
、複
数
で
い
る
ク
ジ
ラ
に
向
け
て
再
生
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
①
番
の
音
に
は
約
20
％
の
ク
ジ
ラ
が
反

応
し
ま
し
た
が
、
他
の
音
に
は
わ
ず
か
に
反
応
し
た

だ
け
と
い
う
予
想
を
覆
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
Ｄ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
（１
９
８
８
）は
、
ソ
ン
グ
を
歌

う
オ
ス
の
ク
ジ
ラ
に
近
づ
い
て
来
る
他
の
ク
ジ
ラ
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
づ
い
て
く
る

ク
ジ
ラ
は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ス
で
あ
り
、
ソ
ン
グ
は
オ

ス
同
士
の
縄
張
り
を
強
調
す
る
た
め
に
歌
わ
れ
る
と 

推
測
さ
れ
ま
し
た
。 

他
に
も
様
々
な
研
究
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
ソ
ン

グ
の
機
能
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し
て
お
ら
ず
、
未

だ
に
議
論
は
続
い
て
い
ま
す
。 

し
か
し
現
在
で
は
、
次
の
３
つ
の
仮
説
が
提
唱
さ

れ
、
③
の
説
が
有
力
視
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ン
グ
が
繁

殖
に
関
わ
っ
て
い
る
事
は
確
か
だ
と
言
え
ま
す
。 

① 

メ
ス
の
誘
因
（求
愛
の
歌
）の
た
め 

② 

オ
ス
間
の
縄
張
り
保
持
の
た
め 

 

③ 

メ
ス
に
は
「
求
愛
」
オ
ス
に
は
「
寄
る
な
」
と
い

う
２
つ
の
機
能
を
も
つ 

 

 

長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
と
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

今
後
ソ
ン
グ
の
機
能
が
解
明
で
き
る
日
も
近
い
で
し

ょ
う
。
現
在
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
努
力
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

三
日
月
山
か
ら
観
察
し
て
い
て
、
１
頭
で
10
分
～

30
分
間
隔
で
ブ
ロ
ー
（呼
吸
）を
し
て
い
る
ク
ジ
ラ

が
い
た
ら
、
そ
れ
は
ソ
ン
グ
を
歌
う
オ
ス
ク
ジ
ラ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
は
ソ
ン
グ
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
聞
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

千
葉
大
学
自
然
科
学
研
究
科 

山
田 

裕
子 

 

図 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ソ
ン
グ
の
一
部
を
図
式
化
し
た
も
の

(

声
紋)

。
縦
軸
が
音
の
高
さ
、
横
軸
が
時
間
を
示
す
。 
            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
http://bonin-ocean.net 

                                       

                                       

 

地産地消 
 

地産地消とは「地元で生産された（とれた）ものを 地元で消費すること。」を言います。 

現在、小笠原村でも「地産地消推進会議」を組織して、小笠原に合った地産地消の体制づくりに

取り組んでいます。 

これまで、民宿および飲食店の経営者の皆さんに、そして、引き続き農漁業者の皆さんに対し

て、アンケート形式により地産地消に関する質問をさせていただきました。 

現在、回答いただいた貴重な意見を参考に、どうしたら島のものが地元で消費されるか。そし

て、島のものをどうやって観光客の皆さんに提供できるかを検討しているところです。 

なお、地産地消の推進については、父島である程度の方向性が確立できしだい、母島も含めた

全体的な取り組みを考えています。 

 これから毎号、地産地消の情報を提供していきますので、地産地消の推進にご支援とご理解を

お願いいたします。 

「地産地消推進会議」は小笠原島漁業協同組合、東京島しょ農業協同組合小笠原父島支店、

小笠原村商工会、小笠原村観光協会および小笠原村役場で組織しています。 

                            

●問合せ先 地産地消推進会議（村役場内）  ２－３１１１ 
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新新ししいい年年度度をを迎迎ええ、、村村でではは「「SSUUPPEERR  LLIINNEERR  OOGGAASSAAWWAARRAA」」（（以以下下、、ススーーパパーーラライイナナーー。。））をを迎迎ええるるたためめのの取取りり組組みみをを本本格格的的にに  

進進めめてていいききまますす。。今今月月号号でではは新新年年度度にに実実施施すするる予予定定のの主主なな取取りり組組みみににつついいててごご紹紹介介ししまますす。。  

  

  

【【集集客客宣宣伝伝事事業業】】  

昨年度に引き続き、エコツーリズムおよびスーパーライナー就航をテーマにした小笠原 

キャンペーンを、年間を通して実施します。キャンペーンサイトを活用した小笠原の情報発信、小笠原 

写真展などイベントの開催、イベントと連動したＦＭラジオ特番の放送、雑誌広告掲載などを予定して 

います。これらを通じて、小笠原の認知度の拡大、来島意欲の誘発、旅行者数の増大を図ります。 

  

  

【【金金融融支支援援制制度度のの創創設設】】  

宿泊施設等の新規整備・取得・改修等を目的とする設備投資に対する金融支援策とし 

て、利子補給及び信用保証料の助成制度を設けました。平成１７年４月１日から施行し 

ます。（平成１６年４月１日に遡って適用されます。詳しくは３ページをご覧下さい。） 

【【地地産産地地消消のの推推進進】】 

  旅行者に地元の食材を味わってもらうことを目的に、漁協、農協、商工会、観光協会、村役場で構成される 

地産地消推進会議において、宿泊施設等における地元食材の積極的活用など、新鮮な地元食材の安定供給・流 

通の仕組みについて検討していきます。 

【【雨雨天天時時対対策策のの具具体体化化】】 

雨天時においても旅行者に楽しく過ごしてもらうための具体的方策に関する調査結果に基づき、雨天時における活動メニュー 

の開発・事業化や雨天時対応施設の整備などの中から、短期的に実現可能性の高いものから実施していく予定です。 

 

 

【【カカウウンントトダダウウンンボボーードドのの設設置置】】  

スーパーライナーの就航日が確定ししだい、村内３か所程度（父島２か所、母島１か所）および 

竹芝桟橋周辺１か所にカウントダウンボードを設置し、就航までの期間、村内外の気運を盛り上げていきます。 

【【就就航航記記念念式式典典等等のの実実施施】】 

 スーパーライナーの第１便が二見港に到着した際に、二見港岸壁において就航記念式典やレセプション、 

歓迎イベントを開催します。また、就航に先立ち試運転などで寄港する機会を捉えて、船内見学会などの 

イベントが実現するよう関係者に働きかけていきます。 

【【情情報報提提供供・・周周知知】】 

 今後も引き続き本コーナーなどを通じて、村民の皆さまに最新の情報をお届けするとともに、皆さまからのご意見もお待ちし 

ています。また、昨年同様、関係者を招いての地元説明会なども適宜開催していきたいと考えています。 

  

      

               

                ブブリリッッジジ          イインンフフォォメメーーシショョンン          浮浮上上機機関関      ススカカイイウウォォッッチチャャーーララウウンンジジ      
 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１  

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．８８８   

☆ 受け入れ態勢の整備 

◇ 内装工事が進んで、船内の様子が随分見えてきました。

工事は調子よう進み

よるとよ。 

☆ 集客宣伝活動の実施 

☆ 村内の意識・気運の向上 

まずは小笠原の魅力を知って

もらい、行ってみたいと感じて

もらうことだね。 

せっかく来ていただいたお客様

には、満足して帰ってもらいたい

からのう。今はやりの顧客満足度

を高めるっちゅーことじゃな。 

みんなで盛り上げ

ていきましょう。 



TSL就航に係る金融支援受付開始 東京三弁護士会法律相談（父島）

高齢者在宅サービスセンター エコツーリズムシンポジウム（父島）

看護師・介助員募集

エコツーリズム講演会（母島）

広げよう交通安全の輪“高齢者の集い”

入港日 出港日

くじらの陸上観察会（9,15,22,29） 網・わな猟免許試験申込（～5/11）

母島巡回労働相談

OWAナイトレクチャー（10,16,23,30）

高校図書館開放

出港日

春の全国交通安全運動（～15）

高校図書館開放

定期予防接種（三種混合、風疹、

麻疹、日本脳炎、BCG） 入港日

入港日

OWAインタープリター養成講座

出港日

狂犬病予防注射（父島）

網・わな猟免許試験事前講習会（～27）

出港日

小笠原村観光協会スタッフ応募締切 村民意見・提案・相談受付窓口開設

狂犬病予防注射（母島）

高校図書館開放 高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父島返還祭参加者応募締切

入港日

小笠原住宅あき家入居者募集（～28）

網・わな猟免許試験事前講習会申込締切

東京三弁護士会法律相談（母島）

水

28 木

27 水

日

土

26

2 土

火

25 月

金

行　事　予　定日付 曜日

16 土

17

日付 曜日 行　事　予　定

1 金

20 水

19 火

13 水

8 金

9

7
22

30 土

29 金

15 金

14 木

10 日

木

3 日

4 月

5 火

6

12 火

11 月

18 月

24 日

23 土

21 木

みどりの日入・出港日


